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◆ 第7回憲法闘争全国交流集会

― イラク自衛隊派兵違憲判決の弁護団の講演　―

* * *　地域共同センターの代表を全国から　* * *
◎日　時　　08年6月21日（土）11：00～16：30

◎場　所　　「喜山倶楽部」（日本教育会館9階）東京都千代田区一ツ橋2-6-2　 
◎参　加　　共同センター構成団体、各都道府県・地域共同センターの代表者、希望者
◎講　演　　自衛隊イラク派兵違憲訴訟弁護団事務局長・川口創弁護士

◎申　込　　6月19日(木)。電話(03-5842-5611)　FAX(03-5842-5620)

　          ＊昼食は各自ご用意ください。周辺には食堂等はありません。
◆ 北海道　世界は変えられる！　G８サミット　1万人のピースウォークへ　道労連が全組合員に参加のよびかけ

　サミット開催が3週間後にせまりましたが、道労連（名知隆之議長）は7日、札幌市内でひらかれた執行委員会で、「世界は変えられる！チャレンジ・ザ・G８」のスローガンでよびかけられた7月5日のピースウォーク（実行委員会主催）参加を、全組合員によびかけるアピールを確認しました。

　今回のサミットにおける最大の国際共同行動となる７・５ピースウォークは、北海道平和運動フォーラムや平和サミット連絡会、市民団体からなる実行委員会の主催で、サミット首脳会議直前の5日（土曜日）、札幌市で行われます。

　7日の執行委員会では、「世界は変えられる！」を共通スローガンとしてよびかけられたピースウォークは、「核も戦争もない公正な世界」「貧困と格差をなくす」「ストップ温暖化」の課題に地球規模で立ち向かい、その実現をサミット首脳にせまるものだ、として5日夜に予定されている国際シンポジウムとあわせ、全組合員に参加をよびかけています。　集会実行委員会や平和サミット連絡会（石田明義代表）では、5月からはじめているサミット「連続学習講座」などを中心に学習を広げ集会の宣伝を行っています。問い合わせは、

・平和サミット連絡会（電話：011-815-8181事務局　道労連）

・ピースウォーク実行委員会（電話011-26-6883　ピースカフェ内）

◆ 埼玉 憲法のつどいに750人
５月１４日埼玉会館で「輝け！日本国憲法のつどい」が開催され７５０人が参加しました。
伊藤真氏（伊藤塾塾長）のとても分かりやすい人間愛あふれる憲法の話に、会場全体が感動の渦に包まれ、１１７人から感想文が寄せられ、２０万円のカンパが集まりました。ほとんどの人が「この話を他の人にも伝えたい」と元気に家路につきました。

■感想文の中の１部を紹介します。
☆憲法にこんなすばらしい意味があるなんて知りませんでした。もっと多くの人に聞いて欲しい講演でした。☆「憲法と法律の違い」の講演を拝聴し「目からウロコ」が落ちました。自分の周りの方々にだけでも今日のお話しを語っていきたい（８１歳・女）☆今までで１番わかりやすい憲法の話だった。これからぼくのやるべきことが明確になりました（１９歳・男）☆憲法をもっともっと勉強して、９条を守る運動に参加したいと思います。このような講演は初めてでした（７０歳・茨城県）☆不覚にも日本国憲法の神髄を聞いてしまいました。他の人に語らないと欲求不満になりそうです（鳩ヶ谷市）☆今までにない感動を覚えた話だ。９条を支えるのが「個人の尊厳」という指摘がものすごく新鮮で感動した。☆大変分かりやすい話で、飲み屋で話題にします。☆心の芯に自信が持て、熱い何かが沸いてくるようでした。☆日本国憲法がこれほど愛に満ちあふれていたものとは知りませんでした。☆憲法について聞いてしまったものの責任としてカンパします。☆授業で使いたいフレーズ多々あり、憲法の説明の仕方、納得のさせ方、見事。
◆ 愛知 地域ローラー作戦118戸訪問44筆

憲法改悪反対緑区共同センターは５月14日、あいにくの雨の中でしたが、８人が署名行動を行いました。署名用紙とお願いの文書を公団住宅１棟、民間アパート４棟に事前配布。留守が多かったりインターホン越しに断られることも多かったのですが、９軒の住民が署名して待っていてくれたり戸口にはさんでおいてくれ、参加者からは「勇気づけられた」との声があがりました。

■県下17番目のセンター発足　 　守ろう憲法！豊橋共同センター

労働組合・市民団体・共産党など13団体が参加した設立総会が５月10日、豊橋市で行われました。「共同で地域を総訪問するなど署名を大きく広げたい」と趣旨説明後、地域ローラー作戦を提起。総会プログラムに、「地域へ６月15日に署名用紙を配布、22日に各戸訪問します」との行動提起と参加確認表が刷られており、用意周到な準備が伺われました。　また、長峯信彦愛知大学准教授が「改憲のトリックを斬る―本当に大切なものは何か」と題して記念講演を行いました。
◆ 東京7.15までに150万挑戦
憲法改悪に反対する東京共同センターは、６月５日夜、けんせつプラザ東京で「憲法運動推進決起集会」をひらき、各団体から９０人が参加しました。

自由法曹団島田修一東京支部長は、開会挨拶で派兵恒久法の動きに警戒をしなければならないことに触れて、「恒久法は自民・公明だけではなく民主党の協力なしには成立しない」と注意を喚起し、世論と運動で追いこんでゆくことを呼び掛けました。

■　運動が改憲派を追い込んだ　確信をもちさらに運動の高揚を！

笠井亮衆院議員は、「本日参院で『後期高齢者医療制度』の廃止法案が可決されました」と冒頭で報告。国会情勢報告を行い、自民・公明の与党が「派兵恒久法」のプロジェクトを立ち上げ、要綱をまとめ秋の臨時国会に提出しようとしている。恒久法を提出させないたたかいを急ぐ必要性を強調。改憲の動きについては「改憲派は一年以上も憲法審査会の始動が出来ず焦っているし、なんとか巻き返しを図ろうとしている。油断せず世論と運動で改憲勢力を追い込んでいきましょう」と報告を締めくくりました。
この後、平井正憲法会議事務局長が、北海道深川市の憲法署名住民過半数突破の経験を披露。大崎潤一自由法曹団東京事務局長が名古屋高裁判決の意義を解説しました。

■　7.15までに150万署名の達成を意思統一

東京共同センターの平山和雄事務局長が、東京の憲法署名は９６万まで到達したと報告。昨年から４０万筆増え着実に前進させてきた。一人ひとりと対話し、憲法を守ることの大切さを訴え知ってもらう運動をすすめ、７月１５日までに１５０万署名の達成、学習、宣伝、署名行動の強化や共同センターの確立、名古屋高裁判決を追い風に憲法を生かすたたかいをすすめようと、行動提起を行いました。

行動提起を受けて、立川九条の会の折井さんは「立川駅のデッキで署名を２年半前から毎週金曜日に行ってきた。ある日外人の若い女性も飛び入りで参加し、協力してくれ、憲法９条のもつ力は凄いと思った」と。男子高校生は「被爆者の話を聞いてビックリするとともに人道上許せないと思った。沖縄の高校生と交流した中で、米軍基地に依存しないと生活できない人もいるということを学んだ。高校生・若い人たちに憲法を知ってもらおうと訴え『高校生九条の会』をつくろうと今準備している」と発言し、参加者から大きな拍手を受けました。「ピースナイト９」の東大生今中さんは、「東京の学生の中でも着実に『九条の会』が広まっている。東大の『五月祭』では“改憲ＶＳ護憲”の討論会をやったが、それを聞いた学生は「改憲派の主張はまったく分からなかった」と感想を述べていた。今年１２月には、ピースナイト９の第二回目を準備していると報告しました。

■　派兵恒久法・後期高齢者医療など　雨の中の６月「９の日宣伝」

　６月９日新宿駅西口で、憲法・東京共同センターの共同宣伝がおこなわれ１２団体から３１人が参加しました。この日は生憎の雨で、傘をさしての宣伝行動となりましたが、参加者は元気よく通行人や駅利用者にティッシュ入りのビラを配布し、７５０個が配られました。

◆ 大阪　憲法署名１３０万人に迫る/恒久法策謀は許さない」　～京橋駅で府レベルの宣伝
１１団体、１３名が参加。大阪労連の植田議長が、「９条世界会議」と名古屋高裁判決という５月の大きな出来事をあげ、日本の９条を世界の声に、そして平和的生存権、生活を守る憲法２５条が９条と連携していることを訴えました。鰺坂真さんも、国民の年々高まる９条をかえるなの声に、明文改憲そのものの策動はおさえて、恒久法を策動している。この策動を許すなと訴えました。

■「橋本行革反対。教育にお金を使って」と私学の高校生の訴え～阿倍野共同センター

阿倍野ベルタ前にて、１１人で４８人分の署名を集め、用意したビラもすべてなくなりました。自分の兄を戦争で失った、原爆投下後に被爆者の沢山乗った電車に乗り合わせた、戦争はあかんなど自分の体験を語るお年寄りも。私学の高校生は、軍事費よりも教育にお金をつかってほしいと訴え署名。なかには、侵略をうけたら軍事力も必要という人もいましたが、たくさんのひとが声をかけると気軽に署名してくれました。

■　「戦争の悲惨さを知ることが、９条を守る一歩」　～貝塚共同センター

貝塚駅頭では、映画「母べえ」上映実行委員会、貝塚９条の会と合流し、６月２９日の上映会の参加もよびかけながら、「９条守ろう」と訴えました。ビラを手にした市民が立ち止まって読むなど、反応はよく、用意した４００枚のビラを１時間足らずで配りきりました。
■ 今風のお兄さんも、女子高生も～西淀川共同センター

御幣島、千船、姫島の３駅で１０団体３５名が参加して、６３人分の署名を集めました。声をかけると「もうしました」という人が結構多く、女子高生も真剣にこたえてくれました。今風の若い青年や、みかけは恐そうでもわざわざ寄ってきて、家族の分までかいてくれたお兄さん、屋台をとめて最後まで耳を傾けてくれたラーメン屋さんなど、新しいひろがりを実感することができました。後期高齢者医療制度や貧困と格差の拡大に対する怒りの高まりが実感できました。

■　「キュー・ピース」ティッシュばつぐん。ビラ７００枚を配布～松原共同センター

河内天美、布瀬、高見の里、松原の４駅全駅で２５人が参加し、署名５３人分を集めました。ビラといっしょに配った自治労連作成のキューピーイラストつき「キュー・ピースティッシュ」が大好評。５００個のティッシュはすぐになくなり、ビラも７００枚をまききりました。

■　若者、勤め帰りの人。広い年齢層がビラをうけとりました～八尾憲法連絡会

近鉄八尾駅で９名が参加し、海外派兵恒久法の危険な動き、国会の情勢も加えてアピール。幅広い年齢層の人が受け取ってくれ、３５０枚のビラを配布しました。
■　元気によびかけると、若者、女性がグループが署名～富田林・憲法９条の会

雨の予報は当たらず、明るい夕暮れに気持ちよく宣伝行動。貴志駅と金剛駅の２駅で２５名が参加。あわせてビラは６５０枚、署名は７９人分を集めました。スポットや対話で沖縄県議選の結果を報告し、後期高齢者医療制度の廃止と軍事基地ノーが国民の声、憲法を守り生かそうと強調しました。

大学生や高校生には、「平和な時代だからこそ、自由に安心して学問、スポーツを楽しめる。戦争する国づくりの動きをストップさせよう」と話しかけると、真剣な対話がはすみました。

◆ 国公労連　憲法９条と25条をくらしに生かそう！　新橋で「９の日」宣伝

国公労連は6月９日、東京・JR新橋駅前ＳＬ広場で「９の日」宣伝行動を行い、ビラを配布しながら、９条改憲反対！自衛隊海外派兵恒久法はいらない！の世論を広げようと訴えました。行動には国公労連本部と各単組本部から約27人が参加。税務署に働く全国税の仲間５人も昼休みに駆けつけました。

■戦時中は「軍需省」　軍事利用・戦争一色の職場だった

冒頭、国公労連中執の上野さんが、「自衛隊のイラク派兵を違憲・違法とし断罪した名古屋高裁の判決は画期的。九条の会は7000を超えるまで広がっており、改憲ノーの世論が大きく広がっている」と強調。経済産業省で働く労働組合の立場から、「戦時中は、今の経済産業省が軍需省だったのです。商工行政の軍需行政化を極限まで進め、商工省と陸海軍航空本部の一部を集めて軍需省が生まれました。国民への行政サービスなど存在せず、航空機の燃料調達など軍事利用・戦争一色の職場でした。こんな仕事は２度としたくない！悲劇を繰り返さないために、９条改憲を阻止しよう」と訴えました。

■国民一人ひとりが大切される国に

全労働の中執は、「灯油価格の高騰など国民生活に大打撃を与える中、米軍への給油は続けられている。政府は、このような間接的な戦争への関与では飽き足らず、直接武力行使が可能となるよう憲法を改正しようとしており、断じて許せない」と訴えました。

全気象の副委員長は、後期高齢者医療制度についてふれ、「この制度は、法の下の平等を定めた憲法14条や、健康で文化的な生活保障を定めた憲法25条に違反しています。赤ん坊でも、病気で寝たきりの方も、どんな人でも人間として生きる権利があり、その権利を保障するのが国の責任です。国民一人ひとりが大切に守られる国であるように、憲法改悪反対の声を一緒に上げていきましょう」と呼びかけました。

裁判所で働く全司法の副委員長は、「まもなく通常国会が終わりますが、医療、年金制度、税金の使い方、食の安全、原油の高騰、国際平和など重要な問題が山積みなのに、前進したものがありません。お金持ちや大企業だけが優遇され、５兆円を超える防衛予算は世界第２位という実態。自衛隊に予算をつぎ込むことに待ったをかけなければいけません。恒久派兵法をやめさせ、憲法改悪への流れを断ち切り、憲法9条と25条を生かす社会をつくりましょう」と訴えました。

◆ 兵庫 県下、３ブロックで一斉に交流会
兵庫では、全県的団体とその地域組織、地域憲法共同センターとその準備組織、「９条の会」や地域ネットなど、憲法を草の根で支える方々、全員集合しましょう、と６月２８日（土）１３時３０分～１６時３０分まで一斉に交流集会を開き、憲法をめぐる情勢とたたかいの方向について議論し意思統一します。ブロック交流会は、「神戸全区・淡路」「阪神間・丹波」「播磨・但馬」の三か所で各会場とも弁護士が講師を務めます。
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